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第 11回 RINK 釧路まちづくり交通戦略会議 意見要旨 

ss 

■日 時：2026 年（令和 8年）10月 20日（火）10：00〜12：00 

■名 簿：末頁のとおり 

■議 事 

（１） 前回の協議会意見に対する対応 

（２） 釧路駅周辺の施設配置について 

（３） 都心部地区交通戦略改訂について 

（４） その他 

 

【意見や議論等の要旨】 

■議事（１）前回の協議会意見に対する対応 

 

 特に意見なし。 

 

■議事（２）釧路駅周辺の施設配置について 

 

 バス乗降場について、停車スペースの数や乗降場内部の具体的配置、出入りの動線に関す

る意見があり、新たなバス停の設置や信号機の設置等について議論がなされ、事務局より

地域公共交通計画によるバス路線網の再編やゾーンバス化などと合わせて、今後検討してい

く必要がある旨、確認された。 

 

 釧路駅を通過するバス路線は高架下道路でのベイ乗降を検討すべきであり、そこにはタク

シーと自家用車の乗降場は安全上等の理由から必要ないとの意見があり、利用者や事業者

にとっての利便性や北側地域へのメリットの検討、関係者の共感が得られるような配置と

することなどについて議論がなされた。 

 

 土地区画整理事業に関連して整備上の分類や土地の区分、白地の部分について意見があ

り、事務局および有識者より土地区画整理事業には公共施設（道路と公園のみ）と宅地の

２つしかなく、どちらの区分かを決めておく必要があり、大きさなどを含めて今後様々検

討し整理する必要があることが確認された。 

 

 バスの待合場所についての意見があり、事務局より高架下やバス乗降場などへの設置につ

いて必要なスペースを含めて今後検討する旨、確認された。 

 

 土地区画整理事業における支障物件についての意見に対して、都市計画決定後の制限や、

移転補償や換地についての議論がなされた。 
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 平面駐車場の位置付けについて意見があり、事務局より JR 北海道のパークアンドトレイン

の代替地として検討している旨、確認された。 

 

 観光バスや団体ツアーなどの貸切バス、列車運休時の代行バスの乗降場について意見があ

り、高架下道路や土地区画整理検討範囲の白地部分の活用について議論がなされた。 

 

■議事（３）都心部地区交通戦略改訂について 

 

 交通戦略改訂のスケジュール感について意見があり、事務局より 12 月下旬から 1月下旬に

かけてパブリックコメントを実施し、２月上旬に開催予定の次回交通戦略会議にて結果を

報告した上で、３月末の策定を目指している旨、確認された。 

 

 民間の意向調査や JR釧路駅の駅舎の建て替えの時期、事業頓挫の可能性に関する意見があ

り、有識者より連続立体交差事業の事業主体、事業採択やスケジュール感などについての

助言とともに、公共建設投資や民間投資の活発化のタイミングなどの議論がなされた。 

 

 にぎわいを創出して都市力を高め、機運を醸成するためには、上質な鳥瞰図やグランドデ

ザインが欠かせないとの意見があり、事務局より今回の計画改訂の中では、これから作成

する鳥瞰図は参考資料の扱いであるものの、にぎわい要素を踏まえて可能な限り検討し調

整する旨、確認された。 

 

■議事（４）その他 

 

 防災減災機能を備えた公共施設等の中心市街地への集約の早期実行、高専や短大のサテラ

イトキャンパスの駅前への配置の可能性を探るよう助言があった。 

 

 北大通の幹線道路化やウォーカブルのコンセプトについての助言があった。 

 

■議事全体を通して 

 

 事業を早期着手するための工夫の余地や事業期間の長期化についての意見があり、有識者

より現状はできる範囲での最速のスケジュールであるが、働き方改革や予算の平準化によ

り過去の連立事業よりも時間がかかるのはやむを得ない状況で、気を緩めるともっと延び

てしまう旨の助言があった。 

 

 土地区画整理検討範囲内で何ができるかを考えることが大事であり、南側の大きな土地に

合った施設として経済界全体で何を誘致するかが重要であるとの助言があった。 
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 計画改訂の中で、釧路市にとってあまり適切ではない他都市の事例があるため、大きな空

間を上手く使っているような、ここに合った事例に変えるべきとの意見があった。 

 

 きちんとした組織が動かないと決まらないものもあるので、公共、鉄道事業者、地元経済

界によって、道内最後の民衆駅である釧路駅について「新しい時代の民衆駅」の再構築の

検討を勧める助言があった。 

 

 駅南側の公共空地について、制限があり扱いづらい道路以外への適用や民間との共有化を

検討し、必要な時に必要なことに使えるよう、時代に合った使い方の検討を勧める助言が

あった。 

 

 バス事業について、もう少し釧路の顔として検討してほしい旨の意見があった。 

以上 
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